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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年8月28日(2014.8.28)

【公開番号】特開2013-23676(P2013-23676A)
【公開日】平成25年2月4日(2013.2.4)
【年通号数】公開・登録公報2013-006
【出願番号】特願2011-162980(P2011-162980)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2014.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月11日(2014.7.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　前記中空粒子は、当該中空粒子を構成する白色金属酸化物層の厚みが４０ｎｍ以上、特
に５０ｎｍ以上であるのが好ましい。
　前記白色金属酸化物層の厚みが前記範囲未満では中空粒子の着色力、隠ぺい力が低下す
るおそれがある。すなわち白色金属酸化物層が光を透過し易くなるため、当該中空粒子を
含む本発明のインクジェット用白インクを用いて形成する記録の白色度が不十分になるお
それがある。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　中空粒子の配合割合は、分散液の総量の１０質量％以上であるのが好ましく、３０質量
％以下であるのが好ましい。
　（分散剤）
　分散剤としては、水溶性の高分子分散剤が好ましい。前記高分子分散剤としては、例え
ばにかわ、ゼラチン、カゼイン、アルブミン、アラビアゴム、トラガントゴム、サポニン
、アルギン酸、アルギン酸プロピレングリコールエステル、アルギン酸トリエタノールア
ミン、アルギン酸アンモニウム、メチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、ヒド
ロキシエチルセルロース、エチルヒドロキシセルロース、ポリビニルアルコール類、ポリ
ビニルピロリドン類、ポリアクリル酸、アクリル酸－アクリロニトリル共重合体、アクリ
ル酸カリウム－アクリロニトリル共重合体、酢酸ビニル－アクリル酸エステル共重合体、
アクリル酸－アクリル酸エステル共重合体、スチレン－アクリル酸共重合体、スチレン－
メタクリル酸共重合体、スチレン－メタクリル酸－アクリル酸エステル共重合体、スチレ
ン－α－メチルスチレン－アクリル酸共重合体、スチレン－α－メチルスチレン－アクリ
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ル酸－アクリル酸エステル共重合体、スチレン－マレイン酸共重合体、スチレン－無水マ
レイン酸共重合体、ビニルナフタレン－アクリル酸共重合体、ビニルナフタレン－マレイ
ン酸共重合体、酢酸ビニル－エチレン共重合体、酢酸ビニル－脂肪酸ビニル－エチレン共
重合体、酢酸ビニル－マレイン酸エステル共重合体、酢酸ビニル－クロトン酸共重合体、
および酢酸ビニル－アクリル酸共重合体等の１種または２種以上が挙げられる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　分散剤の配合割合は、分散液の総量の１質量％以上であるのが好ましく、３質量％以下
であるのが好ましい。
　（湿潤剤）
　湿潤剤としては、例えばエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレング
リコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、プロピレングリコール
、ブチレングリコール、１,２,６－ヘキサントリオール、チオグリコール、ヘキシレング
リコール、グリセリン、トリメチロールエタン、トリメチロールプロパン、エチレングリ
コールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコ
ールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコ
ールモノブチルエーテル、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、トリエチレング
リコールモノエチルエーテル、トリエチレングリコールモノブチルエーテル、尿素、２－
ピロリドン、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、および１,３－ジメチル－２－イミダゾリジ
ノン等の１種または２種以上が挙げられる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　バインダ樹脂の配合割合は、水性のインクジェット用白インクの総量の０．１質量％以
上であるのが好ましく、２質量％以下であるのが好ましい。
　（塩基性物質）
　塩基性物質としては、先に例示したものの１種または２種以上が挙げられる。
　塩基性物質の配合割合は、インクジェット用白インクの、塩基性物質を配合しない状態
でのｐＨ、および目標とするｐＨなどに応じて適宜の範囲とすることができる。 
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